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二

〇

〇

〇

年

九

月

に

ス

ロ

ヴ

ニ

ア

の

ト

ル

ミ

ン

で

創

立

大

会

を

開

い

た

世

界

俳

句

協

会

は

公

益

財

団

法

人

東

京

都

歴

史

文

化

財

団

 

ア

ツ

カ

ウ

ン

シ

ル

東

京

の

助

成

を

得

て

二

〇

一

九

年

九

月

十

三

日

か

ら

十

五

日

ま

で

東

京

の

中

心

地

で

十

回

目

の

世

界

大

会

を

開

い

た

世

界

大

会

は

二

年

ご

と

に

世

界

各

国

で

開

催

さ

れ

る

こ

れ

ま

で

ス

ロ

ヴ

ニ

ア

日

本

ブ

ル

ガ

リ

ア

リ

ト

ア

ニ

ア

コ

ロ

ン

ビ

ア

イ

タ

リ

ア

が

開

催

地

と

な

た

今

回

の

大

会

の

名

称

は

世

界

俳

句

協

会

会

員

に

限

定

さ

れ

な

い

よ

り

広

い

参

加

者

向

け

に

 

 

世

界

俳

句

コ

ン

フ

レ

ン

ス

 

俳

句

は

未

来

へ
 

俳

句

は

世

界

へ

 

 

と

し

実

質

は

 

 

創

立

二

〇

周

年

記

念

第

一

〇

回

世

界

俳

句

協

会

大

会

 

 

で

あ

た

テ

マ

は

俳

句

そ

の

地

域

性

と

世

界

性

 

 

こ

の

大

会

へ

の

参

加

者

は

一

五

か

国

二

一

四

人

 

 

あ

ら

か

じ

め

こ

の

大

会

の

特

徴

を

い

く

つ

か

列

挙

し

て

お

く

 

 

１

 

ほ

ぼ

全

参

加

者

が

会

期

中

の

三

日

間

で

三

回

俳

句

朗

読

の

機

会

を

得

た

 

２

 

大

会

の

公

式

言

語

は

日

本

語

と

英

語

 

３

 

俳

句

朗

読

は

こ

の

公

式

言

語

二

言

語

に

加

え

て

ロ

シ

ア

語

タ

ジ

ク

語

ネ

パ

ル

語

イ

タ

リ

ア

語

モ

ン

ゴ

ル

語

ア

ラ

ビ

ア

語

中

国

語

ド

イ

ツ

語

ブ

ル

ガ

リ

ア

語

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

フ

ラ

ン

ス

語

ハ

ン

ガ

リ

語

で

も

行

わ

れ

合

計

一

四

言

語

の

多

言

語

俳

句

の

一

大

交

響

と

な

た

俳

句

翻

訳

ワ

ク

シ

プ

で

ラ

テ

ン

語

訳

も

朗

読

さ

れ

た

の

で

実

質

は

一

五

言

語

の

肉

声

に

よ

る

俳

句

が

大

会

に

多

彩

で

熱

い

渦

を

生

み

出

し

た

 

４

 

今

回

は

日

本

開

催

な

の

で

ア

ジ

ア

に

焦

点

を

あ

て

モ

ン

ゴ

ル

中

国

語

ネ

パ

ル

の

俳

句

セ

シ

ン

を

設

定

し

た

タ

ジ

キ

ス

タ

ン

と

マ

レ

シ

ア

の

俳

句

詩

人

の

参

加

も

は

じ

め

て

実

現

し

た

 

５

 

ア

ジ

ア

と

北

ア

フ

リ

カ

に

ま

た

が

る

ア

ラ

ビ

ア

語

俳

句

セ

シ

ン

も

初

め

て

設

定

さ

れ

た

 

６

 

日

英

二

言

語

芭

蕉

俳

句

カ

ル

タ

実

演

多

言

語

の

俳

句

創

作

ワ

ク

シ

プ

と

俳

句

朗

読

ワ

ク

シ

プ

な

ど

参

加

者

が

気

軽

に

楽

し

め

る

セ

シ

ン

を

設

定

し

た

 

７

 

イ

ラ

ク

を

代

表

す

る

詩

人

ア

ブ

ド

ル

カ

リ

ム

・

カ

シ

ド

の

参

加

に

対

し

て

敬

意

を

表

し

て

駐

日

イ

ラ

ク

大

使

を

は

じ

め

と

す

る

ア

ラ

ビ

ア

語

圏

の

外

交

官

三

名

が

前

夜

祭

に

出

席

す

る

光

栄

を

得

た

 

  

こ

の

よ

う

な

こ

の

大

会

の

特

色

は

二

〇

一

九

年

三

月

に

刊

行

さ

れ

た

五

一

か

国

三

九

言

語

一

七

四

人

の

俳

句

選

集

を

主

軸

と

す

る

世

界

俳

句

二

〇

一

九
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六

号

夏

石
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世

界

俳

句

協

会

編

コ

ル

サ

ク

社

に

見

ら

れ

る

と

お

り

の

俳

句

創

作

の

世

界

各

国

へ

の

着

実

な

浸

透

を

例

証

し

て

い

る

 

 

イ

タ

リ

ア

料

理

店

デ

ニ

ロ

神

田

店

で

開

か

れ

た

九

月

一

三

日

の

前

夜

祭

で

は

下

宮

忠

雄

学

習

院

大

学

名

誉

教

授

が

ゲ

テ

と

世

界

文

学

と

い

う

ス

ピ

チ

を

行

い

ゲ

テ

の

詩

の
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詩

人

を

理

解

し

よ

う

と

す

る

者

は

／

詩

人

た

ち

の

国

々

に

行

か

ね

ば

な

ら

な

い

 

 

を

引

用

し

大

会

全

体

を

純

粋

で

ハ

イ

レ

ベ

ル

に

誘

導

す

る

下

地

を

作

る

現

代

美

術

家

の

堀

浩

哉

は

俳

句

が

こ

ん

な

に

世

界

に

広

が

る

と

は

予

想

で

き

な

か

た

が

俳

句

は

言

語

と

い

う

壁

を

乗

り

越

え

る

ノ

イ

ズ

の

よ

う

な

も

の

で

は

な

い

か

と

指

摘

し

た

 

 

学

士

会

館

二

〇

二

を

会

場

と

す

る

九

月

一

四

日

の

大

会

に

お

い

て

夏

石

番

矢

が

基

調

講

演

世

界

俳

句

の

二

〇

年

に

つ

い

て

の

考

察

で

述

べ

た

要

旨

は

次

の

と

お

り

英

語

は

世

界

俳

句

の

共

通

言

語

と

し

て

重

要

だ

が

絶

対

的

言

語

で

は

な

く

各

言

語

を

重

ん

じ

る

多

言

語

主

義

が

原

則

季

語

も

基

準

と

な

る

季

節

は

な

い

か

ら

相

対

的

で

し

か

な

い

し

使

わ

な

い

自

由

も

各

俳

句

詩

人

に

あ

る

詩

形

に

関

し

て

は

三

行

自

由

詩

が

基

本

で

定

型

も

豊

か

な

バ

リ

エ

シ

ン

の

一

部

と

し

て

認

め

る

べ

き

世

界

俳

句

の

本

質

は

季

語

や

定

型

に

は

無

く

三

行

や

三

句

と

い

う

三

と

い

う

数

が

及

ぼ

す

世

界

共

通

の

初

原

的

な

ダ

イ

ナ

ミ

ズ

ム

に

あ

る

 

 

ヨ

ロ

パ

俳

句

セ

シ

ン

で

は

俳

句

に

深

い

関

心

を

持

つ

二

人

の

大

学

教

授

ハ

ン

ガ

リ

の

ユ

デ

ト

・

ヴ

ハ

ル

イ

タ

リ

ア

の

ジ

ヴ

ン

ニ

・

ボ

リ

エ

ロ

が

ヨ

ロ

パ

に

お

け

る

俳

句

の

歴

史

に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

の

見

識

を

披

露

し

た

 

 

中

国

語

俳

句

セ

シ

ン

で

は

石

倉

秀

樹

を

司

会

に

漢

俳

に

限

定

さ

れ

な

い

中

国

語

俳

句

の

多

様

性

と

可

能

性

を

鄭

民

欽

王

岩

徐

依

苹

が

実

作

者

と

し

て

の

各

自

の

立

場

か

ら

述

べ

た

 

 

続

く

モ

ン

ゴ

ル

俳

句

セ

シ

ン

に

お

い

て

世

界

モ

ン

ゴ

ル

俳

句

会

と

こ

れ

に

協

力

す

る

世

界

俳

句

協

会

の

出

版

俳

句

コ

ン

テ

ス

ト

イ

ベ

ン

ト

な

ど

に

よ

て

新

し

い

詩

の

分

野

と

し

て

モ

ン

ゴ

ル

語

俳

句

が

二

一

世

紀

に

活

気

づ

い

て

い

る

現

状

を

富

川

力

道

T
s

・

ツ

ル

モ

ン

フ

フ

ハ

ダ

・

ブ

フ

マ

ン

ダ

B

・

ウ

ズ

メ

―

が

馬

頭

琴

演

奏

を

伴

奏

に

自

作

俳

句

朗

読

で

示

し

た

 

 

ネ

パ

ル

俳

句

セ

シ

ン

は

ネ

パ

ル

で

知

ら

な

い

者

は

い

な

い

著

名

な

詩

人

で

ネ

パ

ル

俳

句

の

第

一

人

者

の

ラ

ム

・

ク

マ

ル

・

パ

ン

デ

を

囲

ん

で

ネ

パ

ル

で

市

民

権

を

得

て

活

発

に

な

た

自

国

の

俳

句

に

つ

い

て

誇

ら

し

げ

に

俳

句

出

版

物

な

ど

を

聴

衆

に

提

示

し

な

が

ら

プ

ラ

カ

ス

・

ポ

ウ

デ

ル

ク

リ

シ

ナ

・

バ

ジ

ガ

イ

ら

が

語

る

 

 

ア

ラ

ビ

ア

語

俳

句

セ

シ

ン

で

は

モ

ロ

コ

の

サ

メ

・

ダ

ル

ウ

シ

と

イ

ラ

ク

の

代

表

的

詩

人

ア

ブ

ド

ル

カ

リ

ム

・

カ

シ

ド

が

ア

ラ

ビ

ア

語

俳

句

の

歴

史

と

現

状

を

紹

介

し

ア

ラ

ビ

ア

語

俳

句

の

課

題

も

率

直

に

指

摘

し

た

な

お

第

一

一

回

世

界

俳

句

協

会

大

会

は

二

〇

二

一

年

モ

ロ

コ

で

ダ

ル

ウ

シ

を

実

行

委

員

長

に

開

催

さ

れ

る

こ

と

が

決

定

し

た

 

 

九

月

一

五

日

は

前

半

が

ア

カ

デ

ミ

ク

な

講

演

後

半

が

エ

ン

タ

テ

イ

ン

メ

ン

ト

的

要

素

の

強

い

セ

シ

ン

と

な

た

 

 

ド

イ

ツ

在

住

の

岩

脇

リ

ベ

ル

豊

美

は

ド

イ

ツ

哲

学

と

俳

句

と

題

す

る

講

演

で

こ

う

述

べ

た

俳

句

に

は

形

而

上

学

的

深

み

を

瞬

間

的

映

像

で

と

ら

え

る

奇

跡

的

矛

盾

が

あ

り

ニ

チ

に

も

俳

句

を

予

告

す

る

要

素

が

あ

た

リ

ル

ケ

や

ブ

レ

ヒ

ト

な

ど

に

よ

て

一

九

三

〇

年

代

か

ら

始

ま

た

ド

イ

ツ

語

俳

句

は

世

界

の

根

源

的

矛

盾

を

超

え

よ

う

と

し

て

い

る

 

 

日

本

に

住

む

米

国

詩

人

翻

訳

家

の

エ

リ

ク

・

セ

ラ

ン

ド

の

講

演

ア

メ



リ

カ

現

代

詩

へ

の

俳

句

の

影

響

を

要

約

し

て

お

く

二

〇

世

紀

初

頭

以

降

エ

ズ

ラ

・

パ

ウ

ン

ド

に

よ

て

始

め

ら

れ

た

詩

の

作

り

方

の

変

革

つ

ま

り

旧

来

の

論

説

的

書

き

方

で

は

な

い

断

片

的

な

俳

句

的

表

現

の

ア

メ

リ

カ

詩

へ

の

取

り

込

み

は

ウ

リ

ア

ム

・

カ

ロ

ス

・

ウ

リ

ア

ム

ズ

に

よ

る

単

純

な

詩

的

言

語

へ

と

さ

ら

に

根

深

い

摂

取

と

な

り

客

観

主

義

者

た

ち

も

意

識

せ

ず

に

そ

の

延

長

線

で

ア

メ

リ

カ

の

現

代

詩

を

展

開

し

た

現

代

ア

メ

リ

カ

詩

に

は

根

本

的

で

何

重

も

の

俳

句

か

ら

の

影

響

が

あ

る

 

 

少

し

観

点

を

変

え

た

俳

句

に

つ

い

て

の

セ

シ

ン

も

あ

た

高

校

や

大

学

で

の

教

育

者

と

し

て

の

経

験

か

ら

福

田

淑

子

は

い

じ

め

と

俳

句

と

い

う

短

い

講

演

で

孤

立

し

た

若

者

に

俳

句

創

作

が

も

た

ら

す

作

者

自

身

へ

の

い

や

し

そ

し

て

他

者

へ

の

心

理

的

橋

渡

し

の

効

果

を

語

る

 

 

日

本

在

住

の

米

国

人

二

人

の

セ

シ

ン

が

こ

れ

に

続

き

盛

沢

山

な

内

容

の

第

一

〇

回

世

界

俳

句

協

会

大

会

も

完

了

へ

と

近

づ

く

ス

コ

ト

・

ワ

ト

ソ

ン

は

芭

蕉

俳

句

の

英

訳

の

困

難

を

自

分

自

身

の

訳

例

を

挙

げ

て

論

じ

エ

ド

ワ

ド

・

レ

ビ

ン

ソ

ン

は

写

真

と

俳

句

の

コ

ラ

ボ

レ

シ

ン

実

践

を

ス

ク

リ

ン

に

自

作

を

映

写

し

な

が

ら

コ

メ

ン

ト

す

る

 

 

こ

の

後

の

エ

ン

タ

テ

イ

ン

メ

ン

ト

的

セ

シ

ン

に

つ

い

て

は

芭

蕉

の

俳

句

カ

ル

タ

大

会

の

優

勝

者

は

日

本

人

で

は

な

く

ハ

ン

ガ

リ

の

日

本

語

・

日

本

文

学

の

重

鎮

ユ

デ

ト
・
ヴ

ハ

ル

だ

た

こ

と

の

み

記

し

て

お

こ

う

 
 

 

こ

の

日

に

第

三

回

世

界

俳

句

協

会

俳

句

コ

ン

テ

ス

ト

結

果

発

表

と

表

彰

式

が

行

わ

れ

た

一

九

か

国

七

〇

通

二

〇

八

句

の

投

句

か

ら

次

の

三

句

が

七

人

の

国

際

審

査

員

に

よ

て

選

ば

れ

た

 

 

第

一

位

 

清

水

 

滋

生

(

日

本

)
 

滴

り

を

た

ど

れ

ば

ジ

ム

ス

・

デ

ン

の

青

空

 

 

第

二

位

 

乾

 

佐

伎

日

本

 

う

ら

ら

か

や

山

手

線

は

自

己

研

磨

 

 

第

三

位

 

ス

テ

フ

ヌ

・

ダ

ム

ル

カ

ナ

ダ

 

 M
o

ri T
o

w
e

r d
a

n
c

e
s

 
w

ith
 th

e
 d

e
p

th
s

 o
f th

e
 e

a
rth

 
T

h
e

 e
n

g
in

e
e

r d
rin

k
s

 te
a

. 
 

地

球

の

深

さ

で

／

森

タ

ワ

踊

る

／

エ

ン

ジ

ニ

ア

お

茶

飲

む

 

  

ま

た

第

一

〇

回

世

界

俳

句

協

会

大

会

の

た

め

に

二

冊

の

俳

句

ア

ン

ソ

ロ

ジ

が

出

版

さ

れ

た

世

界

俳

句

俳

句

コ

ン

フ

レ

ン

ス

 

ア

ン

ソ

ロ

ジ

二

〇

一

九

夏

石

番

矢

編

世

界

俳

句

協

会

二

〇

一

九

年

と

世

界

モ

ン

ゴ

ル

俳

句

―

第

十

回

世

界

俳

句

協

会

大

会

記

念

句

集

富

川

力

道

編

集

責

任

世

界

モ

ン

ゴ

ル

俳

句

会

二

〇

一

九

年

で

あ

る

こ

の

二

冊

は

全

参

加

者

に

無

料

配

布

さ

れ

た

大

会

を

通

じ

て

俳

句

朗

読

の

基

礎

テ

キ

ス

ト

に

も

な

た

前

者

の

俳

句

選

集

か

ら

い

く

つ

か

俳

句

を

抄

出

し

て

お

こ

う

 

 

バ

フ

テ

ヤ

ル

・

ア

ミ

ニ

タ

ジ

キ

ス

タ

ン

・

ド

イ

ツ

 

л
а

г
е

р
ь

 б
е

ж
е

н
ц

е
в

 
г

о
т

о
в

я
т

 в
 о

д
н

о
й

 к
а

с
т

р
ю

л
е

 
с

в
и

н
и

н
у

 и
 г

о
в

я
д

и
н

у
 

re
fu

g
e

e
 c

a
m

p

／

c
o

o
k

in
g

 in
 o

n
e
 

p
a

n

／

p
o

rk
 a

n
d

 b
e

e
f

 

難

民

キ

ン

プ

／

フ

ラ

イ

パ

ン

一

つ

で

料

理

／

豚

肉

と

牛

肉

 



 

ク

リ

シ

ナ

・

バ

ジ

ガ

イ

ネ

パ

ル

・

英

国

 

 

h
a

t o
f s

n
o

w
／

o
n

 th
e

 m
e

d
ita

tin
g

 h
ills

／

riv
e

r
 m

a
k

e
s

 n
o

is
e

s
 

瞑

想

の

丘

に

／

雪

の

帽

子

／

川

は

鳴

る

 

 

ア

ン

ジ

リ

ナ

・

ボ

ン

マ

レ

シ

ア

 

C
a

ll o
f th

e
 h

o
rn

b
ills

 
rip

e
n

 th
e

 re
d

 b
e

rr
ie

s
 o

n
 

th
e

 w
e

lc
o

m
in

g
 tre

e
 

犀

鳥

た

ち

の

声

／

歓

迎

の

木

に

／

赤

い

実

を

実

ら

す

 

 

サ

メ

・

ダ

ル

ウ

シ

モ

ロ

コ

 

 

T
h

e
 v

a
lle

y
s

 s
to

n
e

s
,

／

W
e

r
e

 n
o

t p
o

lis
h

e
d

／

E
x

c
e

p
t b

y
 w

a
te

r
s

 lo
v

e
. 

谷

間

の

石

／

磨

か

れ

な

い

／

水

の

愛

以

外

で

は

 

 

古

田

 

嘉

彦

日

本

 

路

面

電

車

ロ

ウ

ソ

ク

と

も

す

の

が

切

符

 
B

u
rn

in
g

 a
 c

a
n

d
le

／

is
 y

o
u

r tic
k

e
t

／

o
n

 th
e

 s
tre

e
tc

a
r

 

 

テ

ム

・

ガ

デ

ナ

英

国

 

ic
e

 s
k

a
tin

g
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
a

 y
o

u
n

g
 fo

a
l 

 
fin

d
s

 its
 fe

e
t 

ア

イ

ス

ス

ケ

ト

／

仔

馬

／

自

分

の

脚

を

見

つ

け

る

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

石

倉

 

秀

樹

日

本

 

風

馬

吃

花

走

天

下

 

風

は

馬

花

を

喰

ら

い

て

天

下

ゆ

く

 
T

h
e

 w
in

d
 lik

e
 a

 h
o

rs
e

／

ru
n

s
 u

n
d

e
r th

e
 h

e
a

v
e

n

／

e
a

tin
g

 flo
w

e
rs

 

 

岩

脇

リ

ベ

ル

 

豊

美

日

本

・

ド

イ

ツ

 

冷

蔵

庫

の

意

味

忘

れ

た

り

翡

翠

置

く

 
D

i
e

 B
e

d
e

u
t

u
n

g
 d

e
s

 K
ü

h
l

s
c

h
r

a
n

k
s

／

v
e

r
g

e
s

s
e

n
 u

n
d

／

d
i

e
 J

a
d

e
 h

in
e

in
g

e
l

e
g

t 

F
o

r
g

e
t

t
in

g
 th

e
 p

u
r

p
o

s
e

／

o
f

 a
 r

e
f

r
i

g
e

r
a

t
o

r

／

w
e

 p
l

a
c

e
 a

 p
i

e
c

e
 o

f
 j

a
d

e
 i

n
s

id
e

 

 

鎌

倉

 

佐

弓

日

本

 

草

い

き

れ

道

な

き

こ

と

を

楽

し

め

と

 
S

tro
n

g
 s

m
e

ll o
f g

r
a

s
s

／

fo
r

 e
n

jo
y

in
g

／

w
ith

o
u

t th
e

 w
a

y
 

 

ア

ブ

ド

ル

カ

リ

ム

・

カ

シ

ド

イ

ラ

ク

・

英

国

 

िहउँ
क
ो टोपी 

ानम
 पहाड

 

नदीक
ो ह

ा । 



 

T
h

e
 c

ity
 is

 tip
s

y

／

Y
e

llo
w

 m
e

lo
n

s

／

W
a

n
d

e
r a

b
o

u
t 

都

市

は

ほ

ろ

酔

い

／

黄

色

い

メ

ロ

ン

／

さ

ま

よ

う

 

 

水

崎

 
野

里

子

日

本

 

わ

れ

も

ま

た

歩

み

て

ゆ

く

か

ダ

ビ

ン

チ

の

影

 
A

ls
o

 d
o

 I w
a

lk
 o

n

／

W
ith

 y
o

u
 a

fte
r D

a
 V

in
c

i

／

T
h

e
 la

d
y

: s
m

ile
 r

ic
h

 

 

長

嶺

 

千

晶

日

本
 

装

飾

の

金

翳

り

な

き

受

難

節

 
T

h
e

 g
o

ld
e

n
 d

e
c

o
rs

／

S
h

in
in

g
 b

r
ig

h
t w

ith
 n

o
 ta

rn
is

h

／

In
 fa

s
tin

g
 o

f L
e

n
t 

 

夏

石

 

番

矢

日

本

 

雑

種

犬

セ

シ

ウ

ム

ま

み

れ

で

神

を

待

つ

 
C

o
v

e
re

d
 w

ith
 c

e
s

iu
m

／

a
 m

o
n

g
re

l d
o

g

／

a
w

a
itin

g
 a

 g
o

d
 

 

ラ

ム

・

ク

マ

ル

・

パ

ン

デ

ネ

パ

ル

 

E
a

c
h

 F
rid

a
y

 
a

 to
w

e
r fa

lls
 

to
 f

ill u
p

 e
m

p
ty

 o
c

e
a

n
 

毎

金

曜

日

／

か

ら

の

大

洋

満

た

そ

う

と

／

塔

が

倒

れ

る

 

 

エ

リ

ク

・

セ

ラ

ン

ド

米

国

・

日

本

 

B
a

ro
q

u
e

 jo
u

rn
e

y
 to

 th
e

 b
o

o
k

s
to

re
 

A
n

d
 re

tu
rn

: 
B

la
n

k
 e

x
p

re
s

s
io

n
s

 o
n

 tra
in

 

書

店

へ

の

バ

ロ

ク

の

旅

／

そ

し

て

帰

路

／

電

車

の

中

の

ボ

ケ

の

顔
 

 

ズ

ラ

ト

カ

・

テ

メ

ノ

ヴ

ブ

ル

ガ

リ

ア

・

ポ

ル

ト

ガ

ル

 

п
у

с
т

и
н

я
 

ч
у

в
а

м
 в

я
т

ъ
р

а
 

в
 п

я
с

ъ
ч

н
и

т
е

 г
ъ

н
к

и
 

d
é

s
e

rt

／

j
e

n
te

n
d

s
 le

 v
e

n
t

／

d
a

n
s

 le
s

 p
lis

 d
e

 s
a

b
le

 
d

e
s

e
rto

／

o
u

ç
o

 o
 v

e
n

to

／

n
a

s
 ru

g
a

s
 d

e
 a

re
ia

 

砂

漠

／

砂

の

襞

に

／

風

を

聴

く

 

 T
s

・

ツ

ル

モ

ン

内

モ

ン

ゴ

ル

 

 

真

黒

な

大

蛇

み

ど

り

の

魂

吸

い

込

ん

で

茂

み

へ

 
A

b
s

o
rb

in
g

 a
 g

re
e

n
 s

p
ir

it

／

a
 je

t b
la

c
k

 b
ig

 s
n

a
k

e

／

a
d

v
a

n
c

in
g

 to
 th

e
 b

u
s

h
 

  

マ

リ

ア

・

ラ

ウ

ラ

・

ヴ

レ

ン

テ

イ

タ

リ

ア

 

c
a

c
tu

s
 in

 f
io

re
…

 
l

’in
s

o
s

te
n

ib
ile

 b
e

lle
z

z
a

 
d

e
i m

ie
i p

e
c

c
a

ti 
b

lo
o

m
in

g
 c

a
c

tu
s
…

／

th
e

 u
n

b
e

a
ra

b
le

 b
e

a
u

ty

／

o
f m

y
 s

in
s

 

花

咲

く

サ

ボ

テ

ン

／

わ

が

罪

の

／

耐

え

難

い

美

し

さ

 



 

ユ

デ

ト

・

ヴ

ハ

ル

ハ

ン

ガ

リ

 
V

e
le

m
 v

e
s

z
e

k
s

z
e

l?
 

O
ly

a
n

 v
a

g
y

 m
o

s
t, m

in
t v

irá
g

 
s

z
ir

m
a

i n
é

lk
ü

l 
Y

o
u

 q
u

a
rre

l w
ith

 m
e

 
–

／

n
o

w
 y

o
u

 a
r

e
 lik

e
 a

 f
lo

w
e

r

／

w
ith

o
u

t p
e

ta
ls

 

あ

な

た

と

喧

嘩

／

い

ま

あ

な

た

は

／

花

び

ら

の

な

い

花

の

よ

う

 

 

王

 

岩

中

国
 

乱

れ

髪

ほ

の

か

に

匂

ふ

御

み

 

瀧

な

り

 

娥

眉

雲

髻

亂

飛

瀑

暗

香

盈

 
D

is
h

e
v

e
le

d
 h

a
ir

／
its

 fra
g

ra
n

t a
ro

m
a

／

lik
e

 a
 w

a
te

rf
a

ll 

  

予

想

以

上

の

数

の

俳

句

を

引

用

し

て

し

ま

た

こ

の

大

会

に

集

ま

た

俳

句

詩

人

の

作

品

が

多

様

で

高

度

だ

た

た

め

だ

が

割

愛

し

た

作

品

も

少

な

く

な

い

 

 

今

後

世

界

俳

句

協

会

大

会

は

二

〇

二

一

年

モ

ロ

コ

で

第

一

一

回

が

二

〇

二

三

年

に

は

内

モ

ン

ゴ

ル

で

第

一

二

回

が

開

催

を

予

定

さ

れ

て

い

る

俳

句

は

ま

す

ま

す

貴

重

な

世

界

共

通

の

現

代

詩

と

な

る

だ

ろ

う

 

   


